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1. 目的 

 本研究の目的は、助走歩数の相違がジャンプシュ

ートの踏切時における下肢 3関節の力発揮に及ぼす

影響を明らかにすることである。 

 

2. 方法 

 大学男子ハンドボール部に所属する男子大学生

10名 (身長：1.74±0.06m、体重：71.8±7.1kg、ハ

ンドボール経験年数：7.9±1.9 年) を対象とした。

1歩、2歩、3歩の助走歩数を用いたジャンプシュー

トをそれぞれ 3本ずつランダムに行わせた。動作を

3 次元的に分析するために、光学式自動動作分析装

置 (250 Hz) を用い、身体各部位 47点の座標値を計

測すると同時に、フォースプレート(1,000 Hz)を用

いて地面反力を計測した。各歩数の試技の踏切時に

おける接地時間、地面反力の最大値、下肢 3関節キ

ネマティクスおよびキネティクスを算出した。歩数

の相違が各変数に及ぼす影響について検討するため

に一要因分散分析を用い、関節トルク・トルクパワ

ーについては二要因分散分析を用いた。危険率は 5%

未満で判定した。 

 

3. 結果および考察 

(1)助走歩数の増加に伴う接地時間、地面反力の変化 

 助走歩数の増加に伴い、接地時間は減少し、地面

反力は増大することが認められた。ジャンプシュー

トでは歩数の増加に伴い短時間で大きな力を発揮し

ていることが明らかとなった。 

(2)助走歩数の増加に伴う下肢 3 関節のキネマティ

クスおよびキネティクスの変化 

 エキセントリック局面 (ECC 局面) における関節

トルクは歩数の増加に伴い、膝関節では 1歩<2歩<3

歩の順に有意に増大し、トルクパワーは歩数の増加

に伴い、膝・足関節が有意に増大した (図)。これに

対して、コンセントリック局面 (CON 局面) におけ

る関節トルクは歩数の増加に伴い、股関節では 1歩

<2歩、膝関節においては 1歩<2歩、3歩の順で有意

に増大したが、トルクパワーについては変化が認め

られなかった (図)。このため、助走歩数の増加に伴

い特に ECC局面における膝関節に関与する筋群がよ

り大きな力やパワーを発揮することが推察できる。 

図 助走歩数の増加に伴うキネティクスの変化 

 

4．結論 

助走歩数の増加に伴い接地時間は減少し、地面反

力は増大した。関節レベルでみると、ECC 局面では

歩数の増加に伴い特に膝関節の各種力学量の増大が

顕著であることが示された。 
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